
お元気ですか !

寒さも多少は和らぎ、いくぶん活動的になれるようになつた今日 こ の頃です。

あの大雪の様を見聞きし、凍て付 くはたけを踏みしめながら、春よ 早 く来い

早く暖かくな―れ の
“
農閑期
"で
す。

ここまで来れば も う あ とちよ―いだあ。

この
“
農閑期
"の
なかで、あちこちの疲れを癒 し、出物 ・ れ 物を取り除きなが

ら 少 しばかりの 「お酒」をたしなみ、出来るだけ 「野菜」を食べるように心が

けています。

はあ―い 元 気していますょ―。

そんな こ んなの 3ヶ 月を
“"打
戻つうしん 第 14号

り
にまとめてみました。

相変わらずの ご 気楽二人連れです。

のら人生活4年目の
'06,今
年のテーマは、

「気楽に 気 長に の んびりやろう!1」

です。  2箇 所 600意 (約200坪 )のはたけが待つています。

まあ 笑 つてやりながら ご 査収 ください。

また 連 絡します。  大 和の
“
ご気楽二人連れ

"
まつおか で した。

鎖 土罰色.…

ヌ幼の惚毎1韓パ   ?



一≡
　

　

Ｌ

一　
‐‐

ヽ
　

　

　

　

　

ト

い　　」―
プ
　　「　‐‐十　
‐‐　　一

l f
00 年
'0ら
,2.|マ金)

(  手・‐

7

|

総 轟   ～
て

/ ガ

ヽ

ぜサ
串
″十
ヤ

だ
ぞ
第
亨

Ｐ

■
十

千
卜

，

」　
ャ
で
　
、ｔ

ヽ
ヽ

ヽ
一ィ白
”
い”‐一準≡

「社
一

~ ~  ・` 十七

:が 11、
【

/工=1挙

wゃ、■1、ィ



A … … … Ⅲ  ・ 、す 、単 ― ~も  ャ ~― キ よ
小

」

とⅢ礼 ヵゃ

「22年 振り 山 中lh4全南水結 |ヴ'報に嫁 |_土した

本当かいな
f2 じ
ゃ一行かな← )I)ゃ!とち:て,セ)い t十

降かに こ ブ)出中湖が涼りつい ていま十 っ っ一 り!歩 i十

そうです.   「 ヤ)と7)+湖 はどさゃんだろか 21
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06・ 1・15(日)恒 丸くん 来 来、、、

熊工の
“
酔いどォt仲間
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焼酎 】
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翌日 M yは たけで 菜 花摘と  ｀

じやがいt)・やまいも掘りにと

少ない冬作を浄)せ繰り回し七十、

ぜ
ヽ

じゃ一 今 圧ti:二 、
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 Myは たけの■1偶に 竹 柵

あります. itt tたヽかれ十つたど

天片に して 雨 風に耐|えて
｀
.バ ラバウに取 り外し、竹杭

(め て組み直 し、 しっか り結

科

車

Myは たけの王様 白菜さまだ汐,

春が楽しみだⅢ

島 聾 =ゼli・ヽ

1  や P

を1:=

某花摘小 指 導は
｀
経千 tャゃ六

"先
生

じゃ じゃんと 片 手羽やまいも

とV もヽのJ又健

生早
の印ケF留り村ヽかるおれ
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まず 掘 り起こしてぇ

06秋 には使えるでしよう

l r メ

↑

掻き混ぜ

また 掘 ってぇ、、、と

枝ヽを除き 整理して

Bl・ B2柵 の補修 完 了

■
Ｓ

畏

項
ああ 疲 れ死覇 ょつことひと休み

Ｗ穐

やつとこさ 作 業終了だ

る性分で、周りの人は

呆れかえつていますかな ?

それでや)y)げずに 林 立する竹杭を眺め、支任
セット作りに挑戦

します。ここに相を張り、宇宙いも
。たろわ|十・き!"LI)・朝顔

を這わせ、、、、と。想像 してください ! 楽 しみじや
ありませんか 1

支柱セ ッ ト その ]

か ・コーヒーlBを入れ

野菜の生食だけじゃなく、
“"青
汁
ⅢⅢ
に挑戦です。

あの 「うう 不 味い、、、t)う一杯」の青汁で十せ

あぶらな科のケール ・ノヽイクロッフをジューサー で

汁にして、、、、、、本音 ・正直に 「美味くなあ―い」

2年掛かりび)“落′フ業

堆,巳 ｀
も
つく()です
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